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　2022年２月24日ロシアが突然ウ
クライナに侵攻して10か月が過ぎ
ようとしています。戦火の子どもた
ちの姿を目にして、私たち熊退教協
にできることを検討し、緊急支援募
金に取り組みました。
　すぐに、各地区退教に取り組んで
いただき、８月31日第２次集約ま
でに181,831円の募金が集まりま
した。ご協力大変ありがとうござい
ます。
　この集まった募金は、県教組と協議の上、「子どもた
ちの平和と教育とくらしのために生かしてください」と
いう連帯のメッセージを添えて、日教組と連帯し世界の
教職員組合が加盟する教育インターナショナル（ＥＩ）
の平和フォーラムへ９月28日付で全額送金しました。
　その後のウクライナの状況は皆様ご存じのとおり停戦
の願いはかなわず、さらに長期化の様相を呈しています。

報道では、今後の戦後復興に
100兆円以上の莫大な支援が必
要であるとのことです。日本が
経験した戦後復興や大災害の復
興と重なるものがあり、復興支
援は数十年にわたる長期的支援
を必要とすることになります。
大きな力にはなりませんが、今
後もできる範囲で支援カンパを
続けていきたいと思います。
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二
月
二
十
六
日
（
日
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十
三
時
～

　
　

※
ウ
ェ
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カ
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コ
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サ
ー
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ー
プ
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ー
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ク
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①
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②
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憩
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③
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」
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さ
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四
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三
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。
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日
（
月
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時
～
九
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後
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散
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ま
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。
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。
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〇 

締
め
切
り
後
の
参
加
者
の
変
更
は
、「
ユ
ニ
オ

ン
ト
ラ
ベ
ル
熊
本
」 

猪
俣
さ
ん
へ
連
絡
し
ま
す
。

　

〇 

キ
ャ
ン
セ
ル
の
最
終
締
め
切
り
は
、
二
月

二
十
二
日
（
水
）
で
す
。
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そ
の
他

　

〇 

参
加
者
は
必
ず「
健
康
保
険
証
」を
持
参
下
さ
い
。

　

〇 

駐
車
場
は
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
乗
り
合

わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

会
長　

松
田
　
道
雄
　

　

二
〇
一
九
年
、
山
鹿
「
富
士
ホ
テ
ル
」
で
の
開
催

か
ら
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
担
当
と
な
ら
れ
た
「
城
北
」「
熊
本
」

の
皆
様
に
精
力
的
に
努
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
た
め
開
催
を
見
送
っ
て
き
ま

し
た
。

　

一
九
九
三
年
三
月
、
菊
池
市
で
第
一
回
の
友
好
の

会
を
開
催
し
て
今
回
で
二
十
八
回
を
数
え
ま
す
。

　

来
年
二
月
に
菊
池
地
区
の
お
世
話
で
開
催
で
き
る

予
定
で
す
。

　

年
に
一
度
、
各
地
の
仲
間
が
集
い
、
旧
交
を
温
め
、

お
互
い
の
健
勝
を
喜
び
合
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。「
友

好
の
会
」
で
、
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
お

待
ち
い
た
し
ま
す
。

　

熊
退
教
協
の
皆
様
、
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

８
年
前
、
当
時
の
田
川
会
長
に
、
県
議
立
候
補
の

話
を
し
た
時
の
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
田
川

先
生
は
、
や
る
か
ら
に
は
、
や
る
！
と
支
え
て
下
さ

り
、
無
名
の
私
を
皆
さ
ん
に

紹
介
さ
れ
、「
岩
田
を
よ
ろ

し
く
。」
と
声
を
広
げ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で

当
選
を
し
、
２
期
目
も
押
し

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
現
場
を
知
る
議
員
は
私
一
人
で
す
。
ま
た
女

性
議
員
も
一
人
と
な
り
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
な
が

ら
日
々
地
道
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
女
性
の
社
会

参
画
を
は
じ
め
、
女
性
の
視
点
で
の
政
策
提
言
、
生

活
者
目
線
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
臨
時
的
教
職
員

等
の
待
遇
改
善
、
教
職
員
の
在
校
時
間
や
自
宅
で
の

持
ち
帰
り
仕
事
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
見
直
し
、
災

害
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康

保
障
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
伴
う
数
々
の
課
題
な
ど
学
校
の

働
き
方
改
革
や
教
育
環
境
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
現
場
の
声
を
届
け
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
こ
と
に
は
、
お
か
し
い
と
声

を
上
げ
る
こ
と
は
、
組
合
の
先
輩
や
同
僚
と
い
つ
も

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、「
教
え
子

を
再
び
戦
場
に
送
る
な
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
今
こ

そ
、
心
か
ら
大
事
に
し
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
４
月
に
、
３
期
目
に
挑
戦
し
ま
す
。
と
て
も

厳
し
い
選
挙
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
松
田
会
長
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
、

岩
田
智
子
は
人
権
・
平
和
・

環
境
の
視
点
で
、「
今
だ
け

金
だ
け
自
分
だ
け
」
で
は
な

い
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
命
の
尊
厳
を
感
じ
ら
れ
、

一
人
一
人
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
を
作
る
た
め

に
し
っ
か
り
が
ん
ば
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

 

４
月
県
議
選
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
　
田
　
智
　
子

八
代
退
教
協
会
長　

沖
田
　
芳
樹　

　

連
合
主
催
で
新
宿
文
化
セ
ン

タ
ー
に
全
国
か
ら
五
百
名
が
集

ま
り
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
、
創
作
和
太
鼓
の
勇
壮
な
演
舞

に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
連
合
事
務
局
長

清
水
氏
・
立
憲
の
泉
氏
・
国
民
の
玉
木
氏
・
社
民
の

福
島
氏
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
福
島
氏
以
外
か
ら

は
、
国
民
生
活
に
対
す
る
言
及
が
少
な
か
っ
た
こ
と

は
残
念
で
し
た
。
そ
の
後
、
高
齢
者
の
現
状
に
つ
い

て
基
調
報
告
と
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
円
安
・
資
源
・
食
料
の
高
騰
で
高
齢

者
の
み
な
ら
ず
現
役
世
代
も
困
窮
に
面
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
、
公
的
な
福
祉
の
充
実
を
進
め
て
い
く

必
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
の
会

が
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
ら
ず
淡
々
と
開
催
さ
れ
て
い
る

現
状
に
、
手
詰
ま
り
感
を
抱
く
と
と
も
に
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、地
公
三
単
産
／
地
公
退
高
齢
者
集
会（
日

本
教
育
会
館
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
で
、
岸
田
政
権
は
「
対
話
と
聞
く
政
治
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
公
路
線
は
変

わ
ら
ず
経
済
対
策
・
コ
ロ
ナ
対
策
共
に
有
効
な
手
を

打
て
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
原
発
の
新
増
設
・
処
理

場
・
処
理
水
海
洋
放
出
と
福
島
の
教
訓
を
反
故
に
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
更
に
社
会
保
障
制
度
は
機
能

強
化
で
な
く
給
付
減
・
負
担
増
に
向
か
う
可
能
性
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
国
葬
は
、
批
判
的
な
意
見
が
多

い
中
で
の
強
行
実

施
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
後
の
講
演

で
、
沖
縄
知
事
選

勝
利
を
評
価
し
な

が
ら
も
、
政
府
の

沖
縄
差
別
が
露
骨

に
実
施
さ
れ
て
い

る
事
が
示
さ
れ
、

来
春
の
統
一
地
方

選
挙
の
重
要
性
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
詫
び
と
訂
正

　

熊
退
教
協
ニ
ュ
ー
ス
第
１
０
６
号
の
記
事
の
中

で
、「
地
区
会
長
・
女
性
代
表
者
の
会
の
報
告
」

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
当
日
議
長
を
お
務
め
い
た

だ
き
ま
し
た
宇
城
地
区
の
堤
寿
子
様
の
お
名
前
を

間
違
っ
て
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第28回　熊本県退職教職員等連絡協議会

主催　熊本県退職教職員等連絡協議会
共催　全国退職教職員生きがい支援協会
担当　菊池退職教職員等連絡協議会

四
年
ぶ
り
の
開
催
「
友
好
の
会
」

　
全
国
高
齢
者
集
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た

ウクライナ緊急支援募金

ご協力ありがとうございました

事務局　桑本　　謙

２校


